
公式SNSでは、世界の子どもたちをとりまく情報を発信しています。
ぜひ「いいね！」や「シェア」をして、お友だちにご紹介ください。

地域の課題

支援はチャイルドの生活を変える力となります

特定非営利活動法人 ワールド・ビジョン・ジャパン

チャイルド・スポンサーシップは、1人の子どもを対象にしたお金や物の提
供ではありません。支援地域の人々が子どもの健やかな成長のために
必要な環境を整えられるよう、チャイルドが住む地域を支援するプログ
ラムです。チャイルドが住む地域と、現地でワールド・ビジョンが実施して
いるプログラムについてご紹介します。

マイ ワールド・ビジョンに登録しませんか？

登録（アカウント作成）後ログインしていただくと、チャイルドと支援地域の写真や情報
がご覧いただけます。
ホームページトップの「支援者の皆さまへ」に進み、「アカウント作成」のボタンから、手続
きをしていただけます。申請後、５営業日以降、情報をご確認いただけます。

また、右のQRコードからメールアドレスをご登録いただければ、
チャイルドや支援地域からの最新動画、イベント情報などもお届けします。

Instagram
@worldvisionjapan

Twitter
@WorldVisionJPN

FACEBOOK
@worldvisionjapan

*2017年時点

38%*• 慢性的栄養不良の
5歳未満児

36.8%*• 基礎的な読み書きが
できない小学校3年生

83.6%*• 栄養バランスの取れた
食事を取れていない世帯

教育

保健衛生・栄養

フローレンスちゃん（右端）が住む村には小学校がなく、1番近い小学校も家から6km離

れていました。学校が遠いため入学を2年遅らせ、フローレンスちゃんは8歳で入学しました。

朝4時に起きて家事の手伝いをした後、学校に行っていましたが、遠いため通学に時間がか

かり、遅刻して先生に叱られることも多くありました。ワールド・ビジョンの支援により、家から

1kmのところに小学校ができ、通学が大幅に楽になりました。以前はいつも疲れていて学校

が嫌いでしたが、今は学校に行くのが楽しい、と言います。

ワールド・ビジョンは、フローレンスちゃんのような子どもたちの笑顔を増やしていくために、支援

活動を行っています。 生計向上

ルワンダ共和国

キラムルジ地域開発プログラムのご紹介
(RWA-187343)

支援地域の様子

家の前に立つ支援地域の子どもたち



地域の課題

ワールド・ビジョンが行う支援活動

国情報

地域情報

支援期間：
*支援期間はプログラム準備期間を含み
ます。支援終了予定日や活動の目標は、
予期しない突発事項やプログラムの進捗
状況により、変更される場合があります。

教育

放課後の読書クラブで、現地語の本を
読む練習をしています。

• 住民との協働による小学校校舎およ
びトイレの建設

• 識字率を高めるための、放課後の読
書クラブへの教材の提供

• 就学前教育の普及・啓発

初等教育に通える子どもの数は増えていま
すが、学校の数が十分でないため、5㎞以
上離れている学校に通わなければいけな
かったり、1人の教師から70人以上の児童
が学ぶなど、教育環境の改善が課題となっ
ています。その結果、初等教育を修了して
も十分に読み書きや計算ができない子ども
たちがおり、教育の質に影響を与えています。

コミュニティの中には十分な数の保健施設が
なく、自宅から2時間かけて通わなければな
らない人もいるため、出産前後の健診を諦
めてしまう妊婦もいます。また、手洗いやトイ
レを利用するといった基本的な衛生意識が
低いことにより、子どもたちが下痢などの病
気になり、栄養状態が悪化してしまいます。

産前産後の健診のために、保健施設
の待合スペースで順番を待っています。

• 保健センターの改築・拡張支援

• 学校及び保健施設のトイレ建設

• 手洗いなどの衛生習慣に関する啓発

保健衛生・栄養

半乾燥地域で土地が狭く痩せており、近年
は雨期と乾期が不定期になり、降水量も
年々大きく変化することから、雨水に頼った
伝統的農業を行っている農家の生産性に
大きな影響が出ています。十分な農産物を
得ることができず食料が不足し、農産物を
販売して得られる収入も少ないために肥料
などが購入できず、翌期も収穫が減少して
しまうという悪循環に陥っています。

乳牛を飼うことで、牛乳を販売して農
業以外の収入も得られるようになります

• 農業普及サービスの利用促進

• 家庭菜園の実施

• 特にぜい弱な世帯への家畜（乳牛
やヤギ）の提供

• 貯蓄グループの普及

生計向上

アフリカ大陸の中部に位置し、ウガンダ、タンザニア、ブルンジ、コンゴ民主共和国と国境を接する内陸国。公用語はキニヤルワンダ語、英語、仏語。教育
制度は、初等教育（6年）、中等教育（6年：3-3年）、高等教育 (4年)で、義務教育は初等教育の6年間と中等教育の3年間です。1990年か
らの内戦と1994年のジェノサイド（大量虐殺）から20年以上を経て、国を挙げて平和再構築と国の再建に取り組んでいます。

ルワンダ共和国

キラムルジ
地域開発プログラム

2008年～2025年

首都キガリから北東へ約88km、車で2時間

の場所に位置する、ガツィボ郡キラムルジ地

区にてプログラムを実施しています。1994年

のジェノサイド（大量虐殺）で最も深刻な

打撃を受けた地域の１つで、約30年を経た

今でも傷跡は人々の中に深く残っています。

住民の多くは農業や家畜の飼育で生計を立

てていますが、1ヘクタール未満の土地しか持

たない小規模農家が多く、気候変動の影響

で降雨量・降雨期ともに不安定であり、十分

な収穫が得られない世帯が存在します。特に

収穫前の9～11月には食料不足が深刻で

す。

首都：キガリ

キラムルジ地域開発プログラム
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